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インフラ高齢化とＣＡＥＳＡＲの活動

• １．インフラの高齢化とその対応

• ２．ＣＡＲＳＡＲの担う役割２．ＣＡＲＳＡＲの担う役割



建設後５０年以上経過する社会資本の割合

２０１０年度 ２０２０年度 ２０３０年度

道路橋 約８％ 約２６％ 約５３％

河川管理施設
（水門等）

約２３％ 約３７％ 約６０％

［約１５万５千橋（橋長１５ｍ以上）］

（水門等）
約２３％ 約３７％ 約６０％

［約１万施設］ ＊設置年が不明な施設は、５０年以上経過した施設として整理

下水道管渠 約２％ 約７％ 約１９％

［総延長：約４２万ｋｍ］

港湾岸壁 約５％ 約２５％ 約５３％

［約 千施設］

出典：国土交通資料

［約５千施設］



通行止め・通行規制橋梁位置（H24.4 時点、橋長25m以上）

通行止 通行規制の通行止，通行規制の
大半が市町村管理橋梁

通行止：９６％
通行規制：８７％通行規制：８７％

管理者 国 都道府県・政令市 市町村 合計

通行止 0 9 223 232通行止 0 9 223 232

通行規制 1 149 999 1149

通行規制数は15m以上の橋梁（H25.4時点）



全国橋梁の通行規制等橋梁の推移(15m以上)
橋梁の通行止め・通行規制数は年々増加。５年で約１．７倍に



中央自動車道笹子トンネルの事故(H24.12)

事故の状況と新聞報道



浜松市 吊り橋（弁天橋）損傷事故(H25.2)

破断したケーブル

事故の状況と新聞報道

破断したケ ブル



最近の社会資本メンテナンスの動向

• 社会資本メンテナンス戦略小委員会（平成24年7月～）

• 道路メンテナンス技術小委員会（平成25年1月～）

• 道路法の改正（平成25年6月公布、9月施行）

• 科学技術イノベーション総合戦略（平成25年6月）



社会資本メンテナンス戦略小委員会の緊急提言社会資本メンテナンス戦略小委員会の緊急提言社会資本メンテナンス戦略小委員会の緊急提言社会資本メンテナンス戦略小委員会の緊急提言社会資本メンテナンス戦略小委員会の緊急提言(H25.1)

出典：国土交通省 http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/sogo03_sg_000018.html



「道路のメンテナンスサイクルの構築に向けて」（H25.6)道路メンテナンス戦略小委員会の中間答申
「道路のメンテナンスサイクルの構築に向けて」(H25.6)



「道路のメンテナンスサイクルの構築に向けて」（H25.6)道路メンテナンス戦略小委員会の中間答申
「道路のメンテナンスサイクルの構築に向けて」(H25.6)



道路法改正の概要道路法改正の概要道路法改正の概要(H25.6公布)



道路法改正の概要道路法改正の概要科学技術イノベーション総合戦略
平成26年度科学技術重要施策アクションプラン（案）



インフラ高齢化とＣＡＥＳＡＲの活動

• １．インフラの高齢化とその対応

• ２．ＣＡＲＳＡＲの担う役割２．ＣＡＲＳＡＲの担う役割



CAESARの位置付け（１）

道路橋 予防保全に向けた有識者会議提言( )

《 道路橋保全の現状 》

道路橋の予防保全に向けた有識者会議提言(H20.5)

見ない 見過ごし 先送り

《 予防保全を実現する５つの方策 》

１．点検の制度化 ４．技術拠点の整備

地域拠点

２．点検・診断の信頼性確保

地域拠点

損傷・補修等
情報・相談

支援
情報
研修

３．技術開発の推進
ブロック拠点

損傷・補修等
情報・相談

支援
情報
研修

５．データベースの構築と活用 全国拠点



CAESARの位置付け（２）

産産

道路管理者

国交省地方整 海
国交省本省

政
策

技

国

備局県、市町村
道路会社

海
外

国総研 CAESAR 技
術

基 準 検証技術

民

学

（外力、水準）

検証技
（材料、構造）

構造物の長寿命化、
安全の確保を通じた
サ ビスの提供 学

大学、研究
機関

サービスの提供

機関



CAESARの担う役割

１ 現場の支援１．現場の支援

課題のある橋梁の診断・処方

蓄積された知見を提供蓄積された知見を提供

現場技術者への技術移転

CAESAR
構造物保全技術の中核的な研究拠点

２．研究開発 ３．情報交流の場

臨床研究に基づき

現場で活用できる技術を開発
最先端の技術情報が集まり

交流・発信できる場を設定

65



土木研究所の重点的研究開発

４つの目標 ６つの重点的研究開発課題

科
ア）安全・安心な
社会の実現

４つの目標

①激甚化･多様化する自然災害の防止、軽減、早期復
旧に関する研究

６つの重点的研究開発課題

科
学
技
術

社会 実現

イ）グリーンイノベーション

関す 研究

②社会インフラのグリーン化のためのイノベーション技
術に関する研究

術
基
本

イ）グリ ンイノ ション
による持続可能な社会の
実現

術 関する研究

③自然共生社会実現のための流域・社会基盤管理技
術に関する研究

本
計
画ウ）社会資本の戦略的な

維持管理 長寿命化

④社会資本ストックの戦略的な維持管理に関する研究

維持管理・長寿命化

）土木技術による国際

⑤社会資本の機能の増進・長寿命化に関する研究

⑥我が国の優れた土木技術による ジ 等の支援にエ）土木技術による国際
貢献

⑥我が国の優れた土木技術によるアジア等の支援に
関する研究



プロジェクト研究（H18～H22）の成果
道路構造物の維持・管理技術の高度化に関する研究 (抜粋)

調査・点検手法の
開発

診断・評価技術の
開発

補修・補強技術の
開発

マネジメント技術の
開発

既設鋼床版の疲労耐久性向上技術に関する研究
○

既設鋼床版の疲労耐久性向上技術に関する研究
（H16‐20 CAESAR） ○

既設コンクリート道路橋の健全性評価に関する研
究 （H20‐22 CAESAR） ○

既設鋼橋の致命的な損傷を防ぐための状態評価
に関する研究 （H20‐22 CAESAR） ○

道路橋の診断・対策事例ナレッジＤＢの構築に関
する研究 （H20‐22 CAESAR） ○する研究 （H 0 CA SAR）

「トラス橋を主な対象とした主部材の耐荷性能評価手法の提案」

想定される破壊性状
上弦材

ガセットのせん断破壊
鋼トラス橋の主構部材

「既設鋼床版の補修補強方法の提案」

デッキプレートとＵリブ

圧縮斜材引張斜材

ガセットの局部座屈ガセットの引張破断

引張斜材の降伏

ブロックせん断破壊

圧縮斜材の降伏

（斜材及び格点部）を
対象に腐食を模擬した
パラメータ解析を行い、
残存耐荷力を概略推

間の溶接部のき裂な
ど、鋼床版溶接部に顕
在化している疲労損傷
に対して、損傷原因の

P25d格点の破壊評価曲線

2.0

2.5

3.0

作
用
力

ガセットの引張破断
ガセットのブロックせん断破壊
引張斜材の降伏
ガセットの局部座屈
ガセットのせん断破壊
圧縮斜材の降伏

ガセットt:12mm
圧縮斜材t: Web12mm; Flg14mm
引張斜材t: Web10mm; Flg11mm

ガセットの
引張破断

※全部材が同等に腐食する ものと仮定（二次応力の影響は未考慮）

耐荷力算出式による概略評価結果

※上弦材の格点部を対象として、本橋の供用時の設計活荷重L-20を想定

引張斜材
の降伏

定する方法を提示した。 解明と補修・補強工法
の提案を行った。

鋼繊維補強コンクリート舗装

0.0

0.5

1.0

1.5

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
斜材とガセットの板厚減肉量想定値(mm)

耐
荷
力
/作

安全率1.0

腐食減少実測値（平均値）

ガセットの
局部座屈

耐荷力 小

鋼繊維補強コンクリ ト舗装
（SFRC舗装）

※本研究を通じて特許１件取得済み（鋼床版の補強構造）、
１件審査中（鋼床版の補強構造および補強方法）。



取り組んでいるプロジェクト研究（H23～H27）
社会資本をより永く使うための

1.管理手法に応じた

調査 点検手法 確

2.健全度・安全性に

関する診断 評価技

3.多様な管理水準・

構造条件・損傷状態

4.管理水準を考慮し

た社会的リスク評価
技術と れを活用

維持・管理技術の開発と体系化に関する研究

調査・点検手法の確
立

関する診断・評価技
術の確立

構造条件 損傷状態
に応じた効率的な補
修・補強技術の確立

技術と、これを活用し
たマネジメント技術の
確立

(1)土木機械設備のストックマネジメントに関する研
究 （H23 27 先端技術） ○究 （H23‐27 先端技術） ○

(2)擁壁等の土工構造物の管理水準を考慮した維
持管理手法の開発に関する研究

（H23‐27 施工技術）
○ ○ ○

(3)コンクリ ト構造物の長寿命化に向けた補修対(3)コンクリート構造物の長寿命化に向けた補修対
策技術の確立

（H23‐27 新材料、基礎材料、耐寒材料）
○

(4)ダムの長寿命化のためのダム本体維持管理技
術に関する研究 （H23‐25 水工構造物） ○ ○術 関する研究 （ 水 構造物）

(5)既設舗装の長寿命化手法に関する研究
（H23‐27 舗装） ○ ○ ○

(6)道路トンネルの合理的な点検・診断手法に関す
る研究 （H23 26 トンネル） ○ ○る研究 （H23‐26 トンネル） ○ ○

(7)落橋等の重大事故を防止するための調査・診断
技術に関する研究 （H23‐27 橋梁構造） ○ ○

(8)道路橋桁端部における腐食対策に関する研究
○

( )道路橋桁端部における腐食対策に関する研究
（H23‐27 橋梁構造） ○

(9)橋梁のリスク評価手法に関する研究
（H23‐27 橋梁構造） ○



メンテナンスサイクルと保全技術


